
収
支
の
部

支
出
の
部

《
平
成
28
年
度
会
計
報
告
》

平成27年度よりの繰越金 3,094,984
年会費・総会総収入 
（年会費1479人　総会163人） 3,596,990
利　子 124
合　計 6,692,098

会報印刷送料（２回分） 1,044,550
会員管理システム保守費用他 518,400
親和会総会・懇親会関係費用 526,327
事務局備品購入費 29,063
事務局運用諸経費 1,383,344
合　計 3,501,685
次年度繰越金 3,190,413

　

去
る
11
月
12
日
（
土
）
に
第
1
6
5
回
親
和
会
総
会
・

懇
親
会
が
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
山
上
会
館
1

階
談
話
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
付
の
記
録

に
よ
る
と
参
加
者
は
87
名
で
し
た
。
参
加
費
を
お
支
払

い
頂
い
た
方
は
事
前
予
約
と
当
日
参
加
を
合
計
し
て
１

６
５
名
で
し
た
が
、
例
年
、
参
加
費
を
事
前
に
お
支
払

い
頂
い
て
当
日
欠
席
さ
れ
る
方
が
少
な
く
な
い
そ
う
で

す
。
幹
事
を
担
当
し
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

親
和
会
総
会
は
立
間
徹
先
生
の
司
会
の
も
と
午
後
4

時
か
ら
始
ま
り
、
尾
嶋
正
治
副
会
長
の
開
会
挨
拶
、
事

務
局
の
侘
美
次
彦
様
に
よ
る
会
計
報
告
と
続
き
、
会
計

報
告
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
尾
嶋
副
会
長

の
ご
挨
拶
で
は
「
東
大
の
創
立
が
1
8
7
7
年
な
の
で

1
年
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
て
も
1
6
5
回
に

は
な
ら
な
い
。
第
1
回
の
親
和
会
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
、

ご
存
知
の
方
は
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
方
は
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　

懇
親
会
は
津
本
浩
平
先
生
の
司
会
で
進
行
し
、
尾
嶋

副
会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
斉
藤
泰
和
先
生
（
昭
和
31
年

卒
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年

の
懇
親
会
で
、
卒
業
生

の
参
加
者
は
多
い
の
に
、

現
役
の
教
員
陣
の
参
加

が
少
な
い
と
い
う
話
題

が
出
た
こ
と
か
ら
、
今

年
は
改
善
を
図
り
、
現

在
、
工
学
部
化
学
・
生

命
系
で
教
鞭
を
と
ら
れ

て
い
る
先
生
方
に
も
多

数
、
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。
化
学
生
命
工
学
専

攻
の
専
攻
長
の
山
東
信
介
先
生
に
は
化
学
・
生
命
系
3

学
科
の
近
況
報
告
と
し
て
、
進
学
振
り
分
け
に
お
け
る

最
近
の
状
況
、
企
業
名
を
冠
し
た
博
士
課
程
の
奨
学
生

制
度
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業
で
活
躍

す
る
卒
業
生
と
現
役
の
先
生
方
の
交
流
を
活
性
化
す
る

の
は
学
生
支
援
の
た
め
に
も
大
事
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
、
続
い
て
、
こ
れ
も
今
年
か
ら
の
新
し
い
趣
向
で

す
が
、
新
し
く
化
学
・
生
命
系
に
着
任
さ
れ
た
先
生
方

に
壇
上
で
自
己
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
杉
山
弘
和
先
生
の
進

行
で
、
3
号
館
に
関
す
る

四
択
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
初
は
易
し
い
問

題
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

3
号
館
2
階
に
入
る
ロ
ー

ソ
ン
の
種
類
（
看
板
の
デ

ザ
イ
ン
）
を
聞
く
設
問
で

正
解
者
が
激
減
し
て
い
ま

し
た
。
平
成
3
年
卒
の
身

運
営
幹
事　

金
沢
工
業
大
学
教
授　

露
本
伊
佐
男
（
平
成
3
年
卒
）

運
営
幹
事　

金
沢
工
業
大
学
教
授　

露
本
伊
佐
男
（
平
成
3
年
卒
）

第
1
6
5
回
親
和
会
総
会
・
懇
親
会
報
告

日　　時：平成29年11月11日（土）
　　　　　16：00～18：00
場　　所：東京大学 山上会館　１階
企　　画：小宮山宏氏の講演会「プラチナ
 社会へのイノベーション」を
 14：50～15：50で開催します
運営幹事：平成４年卒・平成14年卒

ご予定おきください。

親和会親和会親和会親和会親和会 HPアドレス変更HPアドレス変更HPアドレス変更HPアドレス変更HPアドレス変更
http://shinnakai.com新HPアドレス

第166回親和会のお知らせ！第166回親和会のお知らせ！

と
し
て
は
、
学
内
に
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が

あ
る
こ
と
自
体
、
隔
世
の
感
を
抱
い
て
し
ま
い
ま
す
。

続
い
て
、
尾
嶋
副
会
長
よ
り
第
3
回
親
和
会
会
長
杯
ゴ

ル
フ
大
会
の
報
告
が
あ
り
、
参
加
者
の
ス
イ
ン
グ
の
様

子
を
撮
影
し
た
動
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
は
鈴

木
基
之
先
生
、
2
位
が
伊
藤
東
前
会
長
、
3
位
が
尾
嶋

副
会
長
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ハ
ン
デ
ィ
ー
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
？
と
い
う
質
問
も
会
場
か
ら
出
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
に
際
し
て
、
今
年
度
の
運
営
幹
事
（
平
成
3
年

卒
、
平
成
13
年
卒
）の
紹
介
と
次
期
幹
事（
平
成
4
年
卒
、

平
成
14
年
卒
）
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
幹
事
を
後
輩
た
ち

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
藤
東
前
会

長
の
閉
会
の
ご
挨
拶
と
一
本
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
現
役
の
先
生
方
、
諸
先

輩
方
、
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
同
期
の
仲
間
た
ち
、
後

輩
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
を
も
て
ま
し
た
。

同
期
の
仲
間
た
ち
と
は
二
次
会
に
出
か
け
、
ほ
ぼ
四
半

世
紀
ぶ
り
に
深
夜
ま
で
語
り
明
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
」
と
い
う
箴
言
が
あ
り

ま
す
が
、
一
を
言
う
と
十
理
解
し
て
く
れ
る
同
期
、
同

門
の
仲
間
た
ち
は
本
当
に
貴
重
で
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
来
年
の
総
会
・
懇
親
会
の
盛
会
と
親
和
会
の
今

後
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
し
つ
つ
、
報
告
を
終
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

38
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厳
し
い
変
化
の
時
代

　

皆
さ
ん
、
次
の

よ
う
な
事
実
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

１
．
2
0
1
6
年
に
新
設
さ
れ
た
発
電
所
の

う
ち
70
%
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
25
%

が
火
力
発
電
、
5
%
が
原
子
力
で
し
た
。

２
．
最
近
10
年
間
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

は
年
率
1.7
%
で
減
少
し
て
お
り
、
2
0
1
5

年
の
消
費
量
は
1
9
8
0
年
代
末
頃
と
同
じ

で
す
。

３
．
2
0
1
5
年
中
国
の
総
発
電
量
の
う
ち

28
%
が
す
で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
．
2
0
1
1
年
以
降
の
5
年
間
で
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
国
際
価
格
は
5
分
の
1
に
低
下

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
メ
デ
ィ
ア
情
報
な
ど

か
ら
得
ら
れ
る
日
本
の
常
識
と
ず
い
ぶ
ん
異

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

世
界
は
人
類
史
上
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
1
9
0
0

年
の
世
界
の
平
均
寿
命
は
31
歳
で
し
た
が
、

現
在
71
歳
に
達
し
て
い
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
や

ロ
ー
マ
の
時
代
に
は
24
〜
25
歳
で
し
た
か
ら
、

数
千
年
の
歴
史
で
6
歳
し
か
伸
び
な
か
っ
た

の
が
、
20
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
40
歳
伸
び
た

わ
け
で
す
。
こ
の
間
、
一
人
当
た
り
G
D
P

は
7
倍
に
増
え
、
2
8
0
p
p
m
で
ほ
ぼ
一

定
だ
っ
た
空
気
中
C
O
2

濃
度
は
す
で
に

4
0
0
p
p
m
に
達
し
ま
し
た
。
19
世
紀
ま

で
極
め
て
ゆ
る
や
か
に
拡
大
し
て
き
た
人
類

の
活
動
は
、
20
世
紀
に
入
っ
て
急
膨
張
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
主
た
る
要
因
は
産
業
革
命

に
よ
る
生
産
力
の
向
上
で
す
。

　

我
が
国
は
世
界
の
こ
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い

て
い
け
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
拙

著
「
課
題
先
進
国
日
本
」
の
趣
旨
は
課
題
解

決
先
進
国
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
チ
ャ
ン
ス
を
ピ
ン
チ
に
し
か
ね
な
い

現
状
で
す
。　

　

日
本
の
常
識
が
世
界
に
遅
れ
る
原
因
の
ひ

と
つ
は
、
英
語
に
弱
い
こ
と
と
議
論
し
な
い

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
英

語
を
読
む
こ
と
が
少
な
い
し
、
読
ん
で
も
拡

散
し
ま
せ
ん
。
特
に
上
意
下
達
で
上
に
モ
ノ

を
言
わ
な
い
体
質
で
す
か
ら
、
不
都
合
な
真

実
は
広
が
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
な
ら
百
年

遅
れ
た
っ
て
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
し
、
少

し
前
で
も
、
数
年
の
遅
れ
な
ら
構
わ
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
、
数
年

遅
れ
た
ら
致
命
傷
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
太

陽
電
池
の
価
格
は
5
分
の
1
、
蓄
電
池
も
5

分
の
1
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　

五
号
館
五
十
一
号
室
で
受
け
た
最
初
の
頃

の
講
義
で
国
井
大
蔵
先
生
か
ら
、
学
問
の
前

に
は
教
授
も
学
生
も
平
等
で
す
、
と
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
大
学
の
役
割
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
今
こ
そ
事
実
に
基
づ
く
議
論
の
場
と

し
て
社
会
を
先
導
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

制
度
を
変
え
よ
う

　

昨
年
暮
れ
「
新
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5
0
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
本
を
書
き
ま
し
た
。
で
き

る
限
り
2
0
1
5
年
ま
で
の
デ
ー
タ
を
集
め

る
べ
く
努
力
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
5
年
で
5
分
の
1

で
す
か
ら
必
要
な
の
で
す
。

　

今
な
す
べ
き
は
、
現
在
の
事
実
に
基
づ
い

て
制
度
を
設
計
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
生
産
年
齢
人
口
15
〜
64
歳
は

合
理
的
で
し
ょ
う
か
。
今
15
歳
で
働
い
て
い

る
人
は
少
な
い
で
す
し
、
80
歳
で
も
元
気
な

人
の
方
が
多
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。
20

〜
74
歳
が
働
く
社
会
に
す
れ
ば
、
課
題
の
か

な
り
は
解
決
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
、

そ
れ
以
外
に
解
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

相
変
わ
ら
ず
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
は
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。
あ
の
電
車
に
乗
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
、
70
%
の
時
間
パ
ソ
コ

ン
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ー
ス
ト
ゥ
ー

フ
ェ
ー
ス
は
不
可
欠
で
す
が
、
四
六
時
中
顔

を
突
き
合
わ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
週

二
回
は
必
ず
オ
フ
ィ
ス
に
と
い
っ
た
勤
務
も

選
択
肢
の
う
ち
な
ら
、
産
休
は
必
要
で
し
ょ

う
が
育
休
は
不
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

農
業
時
代
は
稲
の
成
長
が
労
働
を
拘
束
し
、

工
業
時
代
に
入
っ
て
機
械
に
代
わ
り
ま
し
た
。

現
在
の
労
働
の
制
度
は
農
工
業
時
代
の
名
残

で
す
。
今
は
本
来
、
い
つ
ど
こ
で
仕
事
を
し

よ
う
と
自
由
な
の
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
学

者
の
勤
務
体
制
は
時
代
を
先
取
り
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

あ
ら
ゆ
る
制
度
は
人
が
作
っ
た
も
の
で
す
。

社
会
が
円
滑
に
回
る
よ
う
に
、
そ
の
時
そ
の

社
会
だ
か
ら
そ
う
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
状

況
が
変
わ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
制
度
を
変
え

れ
ば
よ
い
で
は
な
い
で
す
か
。
私
達
は
自
由

な
の
で
す
。

　

こ
こ
ら
辺
が
プ
ラ
チ
ナ
社
会
を
提
案
す
る

心
情
的
背
景
で
す
。
2
0
5
0
年
は
遠
い
未

来
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
生
ま
れ
た
子
供
が

30
代
前
半
、
私
だ
っ
て
生
き
て
い
な
い
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
表
題
の
拙
著
は
プ
ラ
チ
ナ
教

の
経
典
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん

で
く
だ
さ
い
。

温
故
知
新

「
新
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5
0
」

小
宮
山　

宏　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
昭
和
42
年
工
学
部
化
学
工
学
科
卒 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
現
在
三
菱
総
合
研
究
所
理
事
長
）

年会費納入のお願い年会費納入のお願い
平成29年度分　2,000円

ゆうちょ銀行
振替口座番号　00160-2-29506
できるだけ同封の用紙をお使い下さい。インターネットバン
キングからも〇一九（ゼロイチキュウ）店　当座 0029506
で振り込めます。
親和会ホームページからクレジットカードでも支払えます。
必ず会員番号と氏名を記入して下さい。

昨年より年会費の自動振り込みを開始しました。
希望される方は事務局にメールで申し込んで下さい。
Mail：shinna@chem.t.u.-tokyo.ac.jp



化
学
・
生
命
系
研
究
室
紹
介　

第
11
回

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻　

酒
井
研
究
室

　

酒
井
研
究
室
は
2
0
1
5
年
9
月
に
工
学
部

3
号
館
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
研
究
室
の
大

き
な
目
標
は
、
化
学
工
学
に
基
礎
を
置
き
つ
つ
、

代
謝
系
臓
器
由
来
の
細
胞
を
生
体
外
に
て
様
々

な
大
き
さ
で
三
次
元
化
、
再
生
医
療
や
人
工
臓

器
、
薬
・
化
学
物
質
等
の
動
物
フ
リ
ー
の
ヒ
ト

個
体
影
響
評
価
（
動
物
実
験
の
代
替
）
に
役
立

て
る
こ
と
で
す
。
最
近
、
i
P
S
細
胞
等
の
幹

細
胞
の
利
用
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
培

養
工
学
の
観
点
に
立
つ
研
究
室
が
意
外
と
少
な

い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
上
述
の
目
的
達
成

の
た
め
に
は
、
様
々
な
医
学
生
物
学
的
・
薬
学

の
知
見
や
技
術
と
最
新
の
工
学
的
技
術
を
俯
瞰

的
に
見
て
融
合
活
用
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

　

長
年
、
生
産
技
術
研
究
所
に
お
い
て
物
質
・
環
境
系
（
第
４
部
）
の
研

究
室
を
主
宰
し
て
き
て
お
り
、
現
在
も
兼
務
を
続
け
つ
つ
特
に
海
外
や
企

業
と
の
共
同
研
究
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
設
立
10
年
を
過
ぎ
た
バ
イ
オ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻
の
教
育
研
究
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、①
幹
・
前
駆
細
胞
の
増
殖
分
化
・
組
織
化

（
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
階
層
的
三
次
元
化
等
）、②
細
胞

ア
ッ
セ
イ
（
肝
、
肺
、
腸
管
等
）、③
先
進
バ
イ
オ
セ
ン
シ
ン
グ
（
基
礎
代
謝
、

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
等
）、④
代
謝
型
臓
器
再
生
（
膵
島
、
肝
等
）
で
す
。
本

郷
の
新
し
い
研
究
室
で
も
、
よ
う
や
く
培
養
と
主
要
な
解
析
が
で
き
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
が
、
化
生
や
バ
イ
オ
専
攻
の
先
生
方
に
は
、
引
き
続
き

お
世
話
に
な
る
こ
と
も
多
い
状
況
で
す
。
学
生

は
化
シ
ス
と
バ
イ
オ
専
攻
か
ら
、
ま
た
海
外
か

ら
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
現
在
17
名

（
う
ち
外
国
人
6
名
）
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

生
命
科
学
の
世
界
で
は
次
か
ら
次
へ
と
新
た

な
知
見
や
技
術
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
冒
頭
の
大

目
標
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で
そ
の
利

点
と
限
界
と
を
冷
静
に
見
極
め
、
様
々
な
時
間

ス
ケ
ー
ル
で
融
合
活
用
す
る
こ
と
を
心
が
け
、

新
た
な
対
象
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
研
究
室
は
、
平
成
23
年
に
応
用
化
学
専
攻
に
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
学
生
を
中
心
に
37
名
で
構
成
さ
れ
、「
1
分
子
生
物
物
理
学
」

と
「
マ
イ
ク
ロ
分
析
化
学
」
の
教
育
研
究
を
受
け
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
研
究
室
の
研
究
の
軸
は
、
生
体
分
子
モ
ー
タ
ー
の
異
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
機
構
に
関
す
る
1
分
子
生
物
物
理
学
研
究
で
す
。
生
体
分
子
モ
ー
タ
ー
は
、

化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ほ
ぼ
1
0
0
%
の
効
率
を
も
っ
て
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
変

換
す
る
こ
と
で
き
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
人
工
機
関
の
変
換
効
率
が

約
40
%
程
度
あ
る
現
状
と
比
較
す
る
と
、
驚
異
的
な
性
能
を
実
現
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
体
分
子
モ
ー
タ
ー
の
異
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
機

構
の
解
明
は
、
学
術
・
産
業
の
両
面
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
課
題
の
1
つ

で
す
。
こ
の
異
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
を
理
解
す
る
た
め
、
私
た
ち
が
採
用
し

て
い
る
の
が
1
分
子
生
物
物
理
研
究
で
す
。
1
分
子
生
物
物
理
研
究
と
は
、

最
先
端
の
顕
微
鏡
技
術
に
立
脚
し
、
生
体
分
子
の
動
き
や
酵
素
反
応
を
1
分

子
単
位
で
計
測
・
解
析
す
る
こ
と
で
、
作
動
機
構
を
物
理
化
学
的
に
解
明
す

る
研
究
手
法
で
す
。
当
該
研
究
に
お
け
る
、
私
た
ち
の
特
徴
は
、
生
体
分
子

の
動
き
を
1
分
子
単
位
で
観
察
・
操
作
す
る
技
術
で
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
、
生
体
分
子
の
異
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
機

構
に
関
し
、
細
部
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
構
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
1
分
子
生
物
物
理
研
究
を
推
進
す
る
過
程
で
、
高
感
度
な
バ

イ
オ
分
析
を
実
現
す
る
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
技
術
も
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
が
独
自
に
開
発
し
た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
は
、
容
積
が
フ
ェ
ム
ト
リ
ッ
ト
ル

（
10

－

 
リ
ッ
ト
ル
）
の
超
小
型
リ
ア
ク
タ
ー
が
1
0
0
万
個
並
ん
だ
ア
レ
イ

デ
バ
イ
ス
で
す
。
超
小
型
リ
ア
ク
タ
ー
は
、

生
体
反
応
の
超
高
感
度
検
出
が
可
能
で
あ

り
、
酵
素
反
応
で
あ
れ
ば
1
分
子
単
位
で
そ

の
活
性
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近

年
で
は
、
酵
素
反
応
の
1
分
子
計
測
に
立
脚

し
た
「
デ
ジ
タ
ル
バ
イ
オ
分
析
装
置

（D
igital ELISA

）」
の
開
発
に
も
成
功
し

て
お
り
、
内
閣
府
I
M
P
A
C
T
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
人
工
細
胞
リ
ア
ク
タ
ー
」
の
実
施
を

通
じ
て
、
超
小
型
リ
ア
ク
タ
ー
研
究
の
実
用

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
、

生
体
分
子
モ
ー
タ
ー
の
基
礎
研
究
か
ら
、
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
利
用
し
た
実
用
化
研
究
ま

で
、
幅
広
い
ス
ペ
ク
ト
ル
で
研
究
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

応
用
化
学
専
攻　

野
地
研
究
室

　

津
本
研
究
室
は
、
2
0
0
5
年
に
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
生
命
分
子
解

析
学
分
野
と
し
て
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
（
柏
時
代
）。

2
0
1
0
年
に
所
属
が
医
科
学
研
究
所
と
な
り
、
翌
2
0
1
1
年
に
白
金
台

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
移
り
ま
し
た
（
白
金
時
代
）。
2
0
1
3
年
に
は
工
学
系
研

究
科
バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻
へ
と
所
属
を
移
り
、
2
0
1
5
年
に

は
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
工
学
部
５
号
館
に
も
研
究
室
を
構
え
ま
し
た
。
現
在
は

本
郷
と
白
金
の
両
輪
で
教
育
・
研
究
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
（
本
郷
時
代
）。

　

柏
時
代
で
は
、
比
較
的
小
規
模
な
研
究
室
体
制
で
し
た
が
、
皆
元
気
が
よ

く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
、
時
に
は
翌
朝
ま
で
研
究
等
に
取
り
組
む
活
発
な
研
究

室
で
あ
り
ま
し
た
。
主
に
蛋
白
質
の
分
子
間
相
互
作
用
を
物
理
化
学
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
精
密
に
解
析
を
行
い
、
抗
体
、
輸
送
蛋
白
質
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
、

天
然
変
性
型
蛋
白
質
な
ど
、
様
々
な
蛋
白
質
の
新
し
い
分
子
認
識
機
構
や
機

能
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
白
金
時
代
前
期
に
な
り
ま
す
と
、
医
薬
品
開
発

を
指
向
し
た
蛋
白
質
の
研
究
へ
と
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
最
先
端
研
究

開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
画
し
、
分
子
動
力
学
計
算
も
活
用
し
な
が
ら

新
し
い
改
変
抗
体
を
提
案
す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
白
金
時

代
の
後
期
か
ら
、
低
分
子
創
薬
の
分
野
に
も
視
野
を
拡
げ
、
蛋
白
質
機
能
制

御
の
た
め
の
低
分
子
薬
剤
探
索
と
設
計
に
関
す
る
研
究
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
蛋
白
質―

低
分
子
間
の
特
異
的
相
互
作
用
の
質
を
物
理
化
学
的
観
点
よ

り
精
査
し
、
薬
剤
探
索
・
設
計
に
関
す
る
新
た
な
指
針
を
提
案
で
き
た
ほ
か
、

バ
イ
オ
医
薬
品
開
発
研
究
に
お
け
る
種
々
の
技
術
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
多
種
多
様
な
蛋
白
質
相
互
作
用
の
精
密
な
解
析
を
基
盤
と
し

て
、
そ
の
蛋
白
質
の
機
能
を
相
互
作
用
研
究
の
観
点
か
ら
合
理
的
に
制
御
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
ア
ン
メ
ッ
ト
疾
患
領
域
を
中
心
に
、
医
薬
品
開
発
の
基

盤
と
な
る
研
究
・
技
術
開
発
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
2
0
1
7
年
度
か
ら
は
、

低
分
子
医
薬
品
開
発
と
し
て
文
科
省
創
薬

等
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
支
援
基
盤
事

業
へ
参
加
、
抗
体
医
薬
品
開
発
と
し
て
は

医
科
学
研
究
所
に
開
設
さ
れ
た
先
進
的
バ

イ
オ
医
薬
品
学
社
会
連
携
研
究
部
門
の
運

営
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
産
学
官
で
連
携

し
な
が
ら
ア
カ
デ
ミ
ア
創
薬
あ
る
い
は
医

工
学
に
お
け
る
新
し
い
切
り
口
を
模
索
す

る
こ
と
、
ま
た
深
い
専
門
性
と
幅
広
い
視

野
を
兼
ね
備
え
た
人
材
を
輩
出
し
て
い
く

こ
と
で
一
層
社
会
へ
貢
献
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

化
学
生
命
工
学
専
攻　

津
本
研
究
室
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私
は
2
0
1
5
年

の
３
月
に
化
学
生
命

工
学
専
攻
の
加
藤
隆

史
先
生
の
下
で
博
士

号
を
拝
受
し
、
同
４

月
に
旭
化
成
株
式
会

社
に
入
社
し
ま
し
た
。

博
士
課
程
で
は
「
液
晶
材
料
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
電
解
質
へ
の
応
用
」
に
関
わ
る
研
究
を

行
い
、
入
社
後
は
同
じ
電
解
質
材
料
で
も
用
途

を
燃
料
電
池
に
移
し
て
研
究
・
開
発
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
私
自
身
若
干
３
年
目
の
若
手
社

員
で
あ
り
恐
れ
多
い
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
の
度
は
博
士
課
程
修
了
者
の
採
用
・
就
職
と

い
う
ト
ピ
ッ
ク
に
て
本
会
報
に
寄
稿
す
る
機
会

を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
私
の
知
る
範
囲
で
の
当

社
の
方
針
と
、
こ
こ
ま
で
２
年
間
の
企
業
で
の

業
務
を
通
じ
て
私
が
感
じ
て
い
る
事
を
述
べ
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

当
社
は
化
学
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
マ
テ
リ
ア

ル
・
住
宅
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
３
つ
の
事
業
領
域

を
展
開
す
る
多
角
化
経
営
企
業
で
す
。
戸
建
住

宅
事
業
に
関
し
て
は
別
採
用
枠
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
他
の
領
域
、
中
で
も
技
術
職
に
関
し
て
は

一
括
採
用
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
内
定
・

入
社
後
に
詳
細
な
職
種
や
配
属
が
決
定
し
ま
す
。

博
士
課
程
の
学
生
も
同
様
で
、
基
本
的
に
は
応

募
書
類
と
複
数
回
の
面
接
に
よ
る
選
考
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
経
団
連
の

「
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
」
が
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
学
部
や
修
士
の
学
生
よ
り
も
早
い
時

期
に
選
考
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
点

で
優
秀
な
博
士
学
生
を
よ
り
多
く
採
用
し
た
い

と
い
う
当
社
の
考
え
方
や
博
士
人
財
へ
の
期
待

が
う
か
が
い
知
れ
る
と
思
い
ま
す
。
事
実
こ
こ

数
年
の
採
用
実
績
を
見
ま
し
て
も
、
全
技
術
職

採
用
者
の
う
ち
博
士
修
了
者
の
割
合
は
15
%
を

越
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
優
秀
な
博
士
人
財
」
と
は
ど
の
よ
う

な
人
財
か
、
ま
た
な
ぜ
期
待
さ
れ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
企
業
が
採

用
活
動
を
行
う
目
的
の
一
つ
は
「
不
足
し
て
い
る
、

も
し
く
は
不
足
す
る
と
予
想
さ
れ
る
人
財
を
獲

得
す
る
こ
と
」
で
す
。
例
え
ば
組
織
で
研
究
・

開
発
を
進
め
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、
あ
る
テ
ー

マ
や
実
験
事
実
を
、
組
織
の
常
識
に
従
っ
て
全

員
が
同
じ
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
各
自

が
自
分
の
専
門
性
を
ベ
ー
ス
に
し
た
独
自
の
発

想
で
捉
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
発
信
を
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
組
織
に
な
か
っ
た
新
た

な
専
門
性
や
視
点
は
常
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
最

先
端
の
学
術
研
究
に
携
わ
り
、
科
学
的
・
技
術

的
に
深
い
専
門
性
を
獲
得
し
て
い
る
博
士
人
財

が
期
待
さ
れ
る
大
き
な
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。
専
門
性
の
「
深
さ
」
に
加
え
、「
幅

の
広
さ
」
も
重
要
で
す
。
文
字
通
り
広
範
な
専

門
性
を
既
に
獲
得
し
て
い
れ
ば
こ
の
上
な
い
こ

と
で
す
が
、
専
門
を
広
げ
よ
う
と
い
う
「
姿
勢
」

も
こ
こ
で
言
う
「
幅
の
広
さ
」
に
は
含
ま
れ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
い

た
る
所
で
耳
に
し
ま
す
が
、
非
常
に
変
化
が
速
く
、

先
が
見
通
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
昨
今
の
社
会

情
勢
に
お
い
て
は
、
新
事
業
創
出
に
む
け
て
一

つ
の
技
術
領
域
や
企
業
に
と
ど
ま
ら
ず
に
積
極

的
に
外
部
と
の
連
携
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
研
究
を
展
開
す
る

上
で
、
例
え
ば
共
同
研
究
な
ど
、
既
存
の
領
域

か
ら
一
歩
踏
み
出
す
挑
戦
を
し
て
い
る
か
、
ま

た
自
身
の
研
究
の
社
会
的
意
義
を
考
え
る
広
い

視
野
を
持
っ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
も
博

士
学
生
に
は
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
な
専
門
性
に
対
す
る

考
え
方
を
も
っ
て
、
自
分
に
仕
事
（
す
な
わ
ち

専
門
性
）
が
属
し
て
い
る
存
在
に
な
り
た
い
も

の
だ
と
私
自
身
切
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

企
業
の
採
用
活
動
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
「
新

た
な
人
財
の
獲
得
に
よ
り
組
織
を
活
性
化
す
る

こ
と
」
で
す
。
組
織
を
活
性
化
で
き
る
人
財
と

は
「
発
言
や
決
断
の
主
体
が
自
分
で
あ
り
、
責

任
を
も
っ
て
や
り
抜
け
る
人
財
」
で
あ
る
と
私

は
考
え
ま
す
。
博
士
の
学
生
は
皆
、
テ
ー
マ
設

定
と
い
う
形
で
自
ら
方
向
性
を
打
ち
出
し
、
時

に
直
面
す
る
困
難
を
ど
う
乗
り
越
え
て
研
究
を

展
開
し
て
い
く
か
を
決
断
し
、
対
外
発
表
や
最

終
的
に
は
学
位
論
文
と
い
う
形
で
成
果
を
ま
と

め
上
げ
る
経
験
を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
指
導
教

官
を
は
じ
め
、
周
囲
の
方
々
の
助
け
を
借
り
る

部
分
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
過
程
は
基
本

的
に
は
「
自
ら
決
断
し
、
責
任
を
も
っ
て
や
り

抜
く
」
経
験
で
す
。
博
士
人
財
と
言
う
と
専
門

性
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
良

い
意
味
で
「
自
己
本
位
」
な
人
間
と
し
て
組
織

を
良
い
方
向
に
導
き
、
活
躍
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
実
は
最
も
期
待
さ
れ
、
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
博
士
人
財
へ
の
企
業
の
期
待
と
い

う
こ
と
で
、
い
さ
さ
か
理
想
主
義
的
で
身
丈
に

合
わ
な
い
こ
と
も
述
べ
て
参
り
ま
し
た
。
私
自

身
、
入
社
し
て
２
年
間
力
不
足
を
痛
感
し
な
が

ら
業
務
を
進
め
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で

述
べ
た
よ
う
な
人
財
像
を
い
ち
早
く
体
現
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
我
が
国
の
産
業
・
科
学
技
術

の
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
自
ら
の
決
意
を
添

え
て
、
本
稿
の
結
び
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

博
士
課
程
修
了
者
の
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学
生
が
就
職
活
動
を
す
る
際
の
手
助
け
の
一

環
と
し
て
、
一
昨
年
よ
り
親
和
会
が
主
催
す
る

形
で
親
和
会
の
O
B
と
学
生
が
直
接
懇
談
す
る

機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
今
年
か
ら
は
そ
の

活
動
を
さ
ら
に
広
め
る
べ
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
O
B
に
よ
る
企
業
説
明
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
学
生
が
多

く
の
企
業
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
O
B
方
に
こ
の
コ
ー

ナ
ー
へ
の
投
稿
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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